
南仏治安情報（６月分）

（１）テロ、反社会的活動、大規模デモ（邦人被害なし）

● ガス工場でテロ（２６日、イゼール県（在リヨン領事事務所管轄））

２６日午前９時、リヨン市郊外にあるガス工場のゲートに１台の乗

用車が突っ込み、爆発を誘発させた。工場の入り口には、頭部を切り離

された遺体とアラビア語の文字が書かれた旗が見つかった。

殺害されたのは地元運送会社の社長で、犯人は同社の従業員だった。

犯人はイスラム過激主義者とつながりがあると考えられており、妻と妹

らとともに身柄を拘束された。

● 多くの若者がイスラム国へ（２７日、エロー県・ガール県）

パリでのシャルリ・エブド事件後の６ヶ月間で、５００人がイラク

・シリア地域に旅立ち、そのうち１００人はラングドック・ルシヨン州

であり、うち５０人はエロー県だとされている。この数字は昨年同期比

で２倍になっている。

（２）殺人（邦人被害なし）

● レストランのテラスでの殺人（１日、アルプ・マリティム県）

１日、ニース市近くのカニュ・スール・メールのレストランのテラ

スで、食事中の４３歳の男性が銃撃を受けて死亡した。２２時１５分頃、

武装してヘルメットを被った男がレストランに侵入し、１０数発の銃撃

を行った。被害者は、かつてコートダジュールの強盗団として知られて

おり、一緒にいた友人の１人はナポリ・マフィアだと考えられている。

● 売り子が銃撃を受けて死亡（１日、オート・コルス県）

１日７時１５分頃、リル・ルッスの海水浴場で、５５歳の売り子が

銃撃を受けて死亡した。被害者は二輪車に乗っているところを後ろから

散弾銃で銃撃された。被害者は、かつて民族主義的活動家で、１９８４

年には武器の隠匿所持で逮捕されている。

● 車内での殺人（８日、ＢＤＲ県）

８日午前１時頃、エクサンプロバンスで、炎上した車両の中から焼

死体が発見された。遺体はまだ身元が特定されていない。車両は激しく

焼失しており、フォード社のフォーカスであるということしかわからな



い。司法解剖の結果、遺体には胸部から腹部にかけて４発の弾痕がある

ことが発見された。

● ３０分間の口論後の殺人（２０日、ＢＤＲ県）

２０日２１時頃、マルセイユ市４区で、１５区に住む３７歳の男性が

殺害された。現場における男２人による３０分以上に渡る口論の末、ス

クーターで現れた仲間が回転式けん銃を３発発砲した。薬物取引に伴う

争いだと考えられている。

（３）傷害（邦人被害なし）

● 警察官２人が女性を守って襲われる（１９日、アルプ・マリティム県）

１９日午前５時前、ニース市旧市街で、２人の警察官が１０数人の若

者から暴行を加えられる被害に遭った。一人は全治１０日の怪我を負っ

た。被疑者の一人は逮捕され、「集団による重暴行」の罪で起訴される。

２人の警察官は、夜勤明けで帰宅中、若い女性が複数の男から押し倒さ

れて泣いているのを発見し、これを制止しようとした。

（４）その他特異事件等（邦人被害なし）

● カンヌでマフィアに対する一斉捜索（１日、アルプ・マリティム県）

１日早朝、重装備で目出し帽をかぶった約４０人の憲兵隊の精鋭部隊

がカンヌにある一軒家を急襲し、男女１名ずつを逮捕した。逮捕された

のはグルジア人マフィアのボスであり、仏東部からカンヌに来ており、

当局は数日前から行方を捜していた。捜索で、数千の密輸タバコや盗品、

武器などが発見された。この取締りの最終目標は、数年前からフランス

に侵入している旧ソ連系の犯罪組織である。

● 高級時計が強盗被害に（１０日、アルプ・マリティム県）

１０日午後、カンヌ市のクロワゼット地区で買い物をしていた観光客

が、バイク用のヘルメットを被った強盗から高級腕時計（２万３千ユー

ロ相当）を奪われた。強盗は、仲間が運転するスクーターに乗って逃走

した。数時間後の１７時頃、同じ地区で、まったく同じ手口で観光客が

強盗被害に遭った。また、ウィンドウショッピングをしていた観光客が、

帽子を被った泥棒から高級腕時計（１０万ユーロ相当）を盗まれた。被

害に気づいた３０歳代の被害者がこの犯人を追跡したが、犯人は共犯者



のバイクに乗って逃走した。犯人は、携帯電話とイタリアの身分証明書

を現場に落としていった。

● シナゴーグ前での反ユダヤ活動（１２日、ＢＤＲ県）

１２日午後、エクサンプロバンス市で、３０歳代の男性が市内中心地

にあるシナゴーグの前で反ユダヤ主義的行為をしたことで警察から逮捕

された。被疑者はたびたび警察のお世話になっている男だった。

● 台湾人観光客が３万３千ユーロ盗まれる（１５日、アルプ・マリティ

ム県）

１５日、カンヌ市クロワゼット地区のホテルで、台湾人観光客の部

屋に泥棒が入り、３３万ユーロ相当の宝飾品や現金が盗まれた。カンヌ

では、過去に映画祭の折に１００万ユーロ相当の腕時計がホテルの部屋

から盗まれたり、１億３百万ユーロ相当の宝飾品が盗まれた事件が発生

している。

※ ここに掲載した事件は新聞等の公開情報を基にまとめておりますが、掲載

した事件以外にも日々各種事件が発生していることを申し添えさせていただ

きます。


